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本研究では,構造化文書の論理構造に基づく続-的な操作を可能とするために,抽象ﾃﾞ-

ﾀ型ｱﾌﾟﾛ-ﾁによりﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽで構造化文書を管理する.本論文では,この管理手法

のもとで次のこつの研究成果を報告する. -つは,構造化文書をﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽﾋﾞｭ-とし

てみなすための定義手法とこのようなﾋﾞｭ-に対する間合せ手法を提案する.もう-つは,

構造化文書をﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽで管理するための新しい概念ﾓﾃﾞﾙを提案する.これらの研究

成果によって,ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽに格納されている構造化文書から,希望する内容と論理構造

を有する構造化文書を検索することが可能になった.

伝統的なﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽ同様,論理的ﾃﾞ-ﾀ独立性維持のため,応用に村して構造化文書

をﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽﾋﾞｭ-として走義できることが望ましい.よって,この構造化文書ﾋﾞｭ-

の定義手法を提案する.また,ﾋﾞｭ-に対する問合せ処理について,伝統的な最適化手法

が構造化文書固有の選択条件に対してどのように適用されるかを論じる.

吏に,文書中の文字列とその文字列が表すﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽ中の意味ﾃﾞ-ﾀ間に構築される

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾚﾍﾞﾙのﾘﾝｸ機構を有する構造化文書ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽﾓﾃﾞﾙと,そのような

ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽに対する間合せについて提案する.このﾘﾝｸ機構を有する文書の概念ﾓﾃﾞ

ﾙは,表記文字列が保持される表記層と,表記層における部分文字列が表す意味ﾃﾞ-ﾀが

保持される参照層のこつの層から構成されている.このﾘﾝｸ機構により,本研究で提案

する概念ﾓﾃﾞﾙを管理する構造化文書ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽに対して,文書の文字列のみならずそ

の意味に基づく間合せが可能となった.




